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(57)【要約】
【課題】　タッチパネルへの押下があった際に、表示画
面の品質を保持しつつ表示ムラを抑制するタッチパネル
式液晶表示装置を提供する。
【解決手段】　本発明のタッチパネル式液晶表示装置１
００は、タッチパネル１２０と、液晶パネル１３０と、
ＲＧＢの階調を規定する画像データに基づき液晶パネル
１３０を駆動する液晶駆動部１４０と、タッチパネル１
２０へのタッチを検出する検出手段と、タッチが検出さ
れた場合、ＲＧＢの階調が最大階調とならないように画
像データの階調を変更する変更手段とを有する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
タッチパネルと液晶パネルとを備えたタッチパネル式液晶表示装置であって、
　ＲＧＢの階調を規定する画像データに基づき前記液晶パネルを駆動する駆動手段と、
　前記タッチパネルを介して前記液晶パネルに応力が印加される事象を検出する第１の検
出手段と、
　前記第１の検出手段により事象が検出された場合、ＲＧＢの階調が最大階調とならない
ように前記画像データの階調を変更する変更手段と、
　を有する液晶表示装置。
【請求項２】
液晶表示装置はさらに、
　前記タッチパネルを介して前記液晶パネルに印加される応力が解放される事象を検出す
る第２の検出手段と、
　前記第２の検出手段により事象が検出された場合、画像データの階調変更を停止するよ
うに前記階調変更手段をリセットするリセット手段と、
　を含む請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
液晶表示装置はさらに、
　前記第２の検出手段の事象の検出から一定時間をカウントするカウント手段を含み、
　前記リセット手段は、前記カウント手段により一定時間がカウントされた後に前記変更
手段をリセットする、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記カウント手段はさらに、液晶表示装置の温度を検知するセンサを含み、前記センサの
検知結果に基づき前記一定時間を変更する、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記第１の検出手段は、前記タッチパネルへのユーザー操作を検出する、請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項６】
前記第１の検出手段は、画面の切替えを検出する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記第２の検出手段は、前記タッチパネルへの非接触または離間を検出する、請求項２に
記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記変更手段は、ＲＧＢの全体の階調を関数により変更する、請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項９】
前記変更手段は、ＲＧＢの最大階調をクランプする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記変更手段は、Ｇの階調が、Ｒ、Ｂの階調よりも小さくなるように階調を変更する、請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
タッチパネルと液晶パネルとを備えたタッチパネル式液晶表示装置であって、
　ＲＧＢの階調を規定する画像データに基づき前記液晶パネルを駆動する駆動手段と、
　周期を検出する検出手段と、
　前記検出手段により周期が検出された場合に、ＲＧＢの階調が最大階調とならないよう
に前記画像データの階調を変更する変更手段と、
　前記変更手段により階調変更が行われてから一定時間経過後、画像データの階調変更が
停止されるように前記変更手段をリセットするリセット手段と、
　を有する液晶表示装置。
【請求項１２】
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前記検出手段は、予め設定された時間を検出する、請求項１１に記載の液晶表示装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルを搭載した液晶表示装置に関し、特に、液晶表示装置に応力が
加わった際に発生する液晶表示画面の変色を抑制する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カーナビゲーション装置やスマートフォン等の電子装置においては、直感的なユ
ーザー操作を実現する観点から、タッチパネルを用いた入力方法を採用することが多い。
一般的なタッチパネルは、液晶パネル（以下、ＬＣＤと呼ぶことがある）とタッチパネル
とを積層するものであり、タッチパネルが指で押下されるとタッチパネルが歪み、これと
ともに液晶パネルも歪むことがある。液晶パネルが歪むと、押し込んだ部分が変色し、表
示ムラ（例えば、黒ずむ）が発生する。これは、液晶パネルの液晶分子の配列が乱れ、バ
ックライトからの光の透過率が変化するために生じる。特に、アウトセルやオンセル、イ
ンセルなどのタッチパネルと液晶パネルとを張り付けたボンディングタイプにおいて、表
示ムラが発生しやすい。
【０００３】
　特許文献１には、指などによって押圧された液晶パネルの表示のムラを解消する液晶表
示装置が開示されている。特許文献１では、表示パターンを表示する際に、表示パターン
に相当する電圧よりも低い電圧の駆動による画素の表示を含む低電圧表示パターンを挿入
することで、表示ムラを解消している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－３７８１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　通常、液晶配列は、タッチパネルからの応力が解放されると、駆動電圧により復元し、
リフレッシュされる。しかし、ＩＰＳ（In-Plane Switching）やＶＡ（Vertical Alignme
nt）の液晶では、駆動電圧が飽和しているとき、すなわち、液晶が最大階調で安定してい
るとき、応力が解放されても元の状態に戻り難くなる。例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ
（青）の三原色の階調を８ビットで規定する２４ビットカラーのノーマリーブラック型の
液晶パネルの場合、ＲＧＢ＝（２５５，２５５，２５５）が最大階調であり、バックライ
トの光の透過が最大となり、白色の輝度が最大となる。この安定した状態で、タッチパネ
ル上の白色部分が押圧され、液晶パネルに応力が加わると、液晶の配列が乱れ、元の状態
に戻り難くなる。すろと、タッチパネルで押圧した場所が暗い表示ムラになって残ってし
まう。他方、液晶が不安定な状態であれば、応力が解放されれば液晶は元に戻り易く、表
示ムラは押圧時の一時的なものとなる。
【０００６】
　図１２は、上記したタッチパネル式液晶表示装置の課題を説明する図である。図１２（
Ａ）に示すように、タッチパネル１０の白色部分１１を押圧すると、液晶パネルが撓みそ
こに暗い表示ムラ１２が生じる。これは、図１２（Ｂ）に示すように最大階調で安定した
状態にある液晶体１３が、図１２（Ｃ）に示すようにタッチパネルへの押圧によって配列
を乱され、バックライトの光の一部が遮断されるために生じる。タッチパネルへの押圧が
終わった後に、液晶体１３が図１２（Ｂ）に示す元の状態に戻らないと、白色部分１１に
表示ムラが残存してしまう。
【０００７】
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　図１２（Ｄ）は、エアギャップタイプの液晶表示装置の概略断面、図１２（Ｅ）は、ボ
ンディングタイプの液晶表示装置の概略断面である。エアギャップタイプは、タッチパネ
ル１０と液晶パネル１４との間にエアギャップ１５が形成されるため、タッチパネルが押
圧されても液晶パネル１４が撓まず、表示ムラは発生し難い。１６は、カバーレンズであ
る。これに対し、ボンディングタイプは、タッチパネル１０が液晶パネル上に、接着剤や
ＯＣＡを介して直接接合されているため、タッチパネル１０の押下により液晶パネル１４
が撓み、そこに表示ムラが発生しやすい。エアギャップタイプを採用すれば、表示ムラを
抑制することができるが、エアギャップタイプは、製品の薄型化や高品質化が難しい。
【０００８】
　表示ムラを解消する方法としては、タッチパネルの押下後に、液晶パネルを黒色に駆動
したり、あるいは電源を再投入することで液晶の配列を一旦他の状態に強制的に変化させ
るといったリフレッシュ方法も提案されている。しかし、このようなリフレッシュ方法は
、液晶パネルの表示が一時的に暗くなるため、結果として、ユーザーには、画面ちらつい
て見えてしまい、商品品質として望ましくない。また、タッチパネルへの押下のたびにユ
ーザーに電源のオン／オフをさせることは、非常に煩雑である。
【０００９】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、タッチパネルへの押下があっ
た際に、表示画面の品質を保持しつつ表示ムラを抑制するタッチパネル式液晶表示装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係るタッチパネル式液晶表示装置は、タッチパネルと液晶パネルとを備えたも
のであって、ＲＧＢの階調を規定する画像データに基づき前記液晶パネルを駆動する駆動
手段と、前記タッチパネルを介して前記液晶パネルに応力が印加される事象を検出する第
１の検出手段と、前記第１の検出手段により事象が検出された場合、ＲＧＢの階調が最大
階調とならないように前記画像データの階調を変更する変更手段と、を有する。
【００１１】
　好ましくは液晶表示装置はさらに、前記タッチパネルを介して前記液晶パネルに印加さ
れる応力が解放される事象を検出する第２の検出手段と、前記第２の検出手段により事象
が検出された場合、画像データの階調変更を停止するように前記階調変更手段をリセット
するリセット手段と、を含む。好ましくは液晶表示装置はさらに、前記第２の検出手段の
事象の検出から一定時間をカウントするカウント手段を含み、前記リセット手段は、前記
カウント手段により一定時間がカウントされた後に前記変更手段をリセットする。好まし
くは前記カウント手段はさらに、液晶表示装置の温度を検知するセンサを含み、前記セン
サの検知結果に基づき前記一定時間を変更する。好ましくは前記第１の検出手段は、前記
タッチパネルへのユーザー操作を検出する。好ましくは前記第１の検出手段は、画面の切
替えを検出する。好ましくは前記第２の検出手段は、前記タッチパネルへの非接触または
離間を検出する。好ましくは前記変更手段は、ＲＧＢの全体の階調を関数により変更する
。好ましくは前記変更手段は、ＲＧＢの最大階調をクランプする。好ましくは前記変更手
段は、Ｇの階調が、Ｒ、Ｂの階調よりも小さくなるように階調を変更する。
【００１２】
　本発明に係るタッチパネル式液晶表示装置は、タッチパネルと液晶パネルとを備えたも
のであって、ＲＧＢの階調を規定する画像データに基づき前記液晶パネルを駆動する駆動
手段と、周期を検出する検出手段と、前記検出手段により周期が検出された場合に、ＲＧ
Ｂの階調が最大階調とならないように前記画像データの階調を変更する変更手段と、前記
変更手段により階調変更が行われてから一定時間経過後、画像データの階調変更が停止さ
れるように前記変更手段をリセットするリセット手段と、を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、液晶パネルに応力が印加される事象が検出されたとき、画像データが
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最大階調とならないように画像データの階調を変更して液晶パネルを駆動するようにした
ので、液晶パネルへの応力が解放されたとき、液晶の配列の乱れが元の配列に戻り易くな
り、表示ムラの残存を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例に係るタッチパネル式液晶表示装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の実施例に係る液晶表示装置の表示制御プログラムの機能的な構成を示す
図である。
【図３】本発明の実施例に係る階調変更部による階調変更の一例を説明する図である。
【図４】図４（Ａ）は、ＲＧＢが最大階調であるときの階調変更前の液晶配列を示し、図
４（Ｂ）は、階調変更後の液晶配列を示す。
【図５】本発明の実施例に係る液晶表示装置においてタッチパネルが押下された際の液晶
パネルの表示制御動作を説明するフローである。
【図６】本発明の実施例に係る他の階調変更の例を説明する図である。
【図７】本発明の第２の実施例に係る表示制御プログラムの機能的な構成を示す図である
。
【図８】本発明の第２の実施例に係る液晶パネルの表示制御動作を説明するフローである
。
【図９】本発明の第３の実施例に係る表示制御プログラムの機能的な構成を示す図である
。
【図１０】本発明の第３の実施例に係る液晶パネルの表示制御動作を説明するフローであ
る。
【図１１】本発明の実施例による表示ムラの抑制の効果を説明する図である。
【図１２】従来のタッチパネル式液晶表示装置の課題を説明する図である。課題を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。本発明の好まし
い実施の態様は、タッチパネルを備えた液晶表示装置に関し、本発明の液晶表示装置は、
例えば、車両に搭載されたオーディオ・ビデオ再生装置、テレビ・ラジオ受信装置、ナビ
ゲーション装置などに利用される。あるいは、本発明の液晶表示装置は、持ち歩き可能な
ポータブルタイプのコンピュータ装置、タブレット型のコンピュータ装置などにも利用す
ることができる。
【実施例】
【００１６】
　図１は、本発明の実施例に係るタッチパネル式液晶表示装置の構成を示すブロック図で
ある。本実施例の液晶表示装置１００は、表示ユニット１１０Ａと制御ユニット１１０Ｂ
とを含んで構成される。表示ユニット１１０Ａは、タッチパネル１２０と液晶パネル１３
０を含み、制御ユニット１１０は、液晶駆動部１４０、記憶部１５０および制御部１６０
を含む。
【００１７】
　タッチパネル１２０は、液晶パネル１３０上に取り付けられ、好ましくは、タッチパネ
ル１２０が接着剤等により液晶パネル１３０上に直接張り合わされた薄型タイプまたはボ
ンディングタイプである。タッチパネル１２０の位置検出方法は、特に限定されるもので
はないが、例えば、位置検出は、静電容量の変化を検出する静電容量タイプが用いられる
。タッチパネル１２０によって検出された位置情報は、制御部１６０に提供される。
【００１８】
　液晶パネル１３０は、印加電圧によって配向を変化させる液晶分子を含んだ液晶層、偏
光板、バックライト、カラーフィルタ等を含んだ透過型液晶パネルから構成される。液晶
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パネル１３０には、例えば、ノーマリーブラック型である。ノーマリーブラック型は、駆
動電圧が印加されていないとき、バックライトからの光を遮断し黒色を表示し、駆動電圧
が印加されると液晶体の配向が変化し、バックライトの光が液晶を透過する。
【００１９】
　液晶駆動部１４０は、画像データに基づき液晶パネル１３０を駆動する。好ましくは、
液晶駆動部１４０は、アクティブマトリックス駆動方式により液晶パネル１３０を駆動す
る。仮に、１画素を表示する画像データが、Ｒ、Ｇ、Ｂの階調を８ビットで規定する２４
ビットデータであれば、Ｒ、Ｇ、Ｂは２５６階調（０～２５５）で表される。ＲＧＢが最
大階調（２５５，２５５，２５５）であるとき、液晶駆動部１４０は、液晶パネル１３０
を飽和電圧（最大電圧）で駆動する。このとき、バックライトからの光の透過は最大であ
り、白色の輝度が最大となる。Ｒ＝Ｇ＝Ｂが中間階調であれば、液晶駆動部１４０は、中
間階調に応じた駆動電圧で液晶パネル１３０を駆動し、液晶パネル１３０は灰色を表示す
る。Ｒ＝Ｇ＝Ｂが０であれば、液晶パネル１３０への駆動電圧はゼロであり、バックライ
トからの光は遮断され、黒色が表示される。
【００２０】
　制御部１６０は、表示ユニット１１０Ａの動作を制御するが、例えば、制御部１６０は
、ナビゲーション装置やオーディオ・ビデオ装置等の制御部であり、そのような制御部の
一部であることができる。制御部１６０は、表示すべき画像データを液晶駆動部１４０に
提供し、液晶駆動部１４０が画像データに基づき液晶パネル１３０を駆動する。
【００２１】
　本実施例に係る制御部１６０は、タッチパネルが押下される際に、液晶パネル１３０の
表示ムラの発生を抑制する。好ましい態様では、制御部１６０は、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを
含むマイクロコントローラを含み、液晶パネル１３０の表示ムラの発生を抑制するための
表示制御プログラムを実行する。記憶部１５０は、表示制御プログラムを記憶したり、あ
るいは液晶パネル１３０に表示させるための画像データ等を記憶することができる。
【００２２】
　図２は、本実施例に係る表示制御プログラムの機能的な構成を示す図である。表示制御
プログラム２００は、タッチ検出部２１０、階調変更部２２０、リリース検出部２３０、
待ち時間カウント部２４０、リセット部２５０を含んで構成される。
【００２３】
　タッチ検出部２１０は、タッチパネル１２０へタッチが行われたか否かあるいはタッチ
パネル１２０への接近が行われたか否かを検出する。１つの例では、タッチパネル１２０
がユーザーのタッチまたはその接近を検出し、検出結果である位置情報を制御部１６０に
出力したとき、タッチ検出部２１０は、タッチが行われたと判定する。
【００２４】
　階調変更部２２０は、タッチ検出部２１０によりタッチ操作が検出されたとき、ＲＧＢ
データが最大階調とならないようにＲＧＢの階調を変更する。図３（Ａ）は、Ｒデータの
階調の変更、図３（Ｂ）は、Ｇデータの階調の変更、図３（Ｃ）は、Ｂデータの階調の変
更を示し、実線は、階調変更前、破線は、階調変更後である。
【００２５】
　階調変更前に、ＲＧＢデータが最大階調（２５５，２５５，２５５）であるとき、液晶
駆動部１４０は、液晶パネル１３０を飽和電圧で駆動する。階調変更部２２０は、ＲＧＢ
データが最大階調である場合には、ＲＧＢデータが最大階調とならないようにＲＧＢデー
タの階調を変更する。このため、液晶駆動部１４０は、液晶パネル１３０を飽和電圧で駆
動しない。１つの例では、ＲＧＢデータが最大階調（２５５，２５５，２５５）であると
き、Ｒデータの階調が２５４に変更され、Ｇデータの階調が２５３に変更され、Ｂデータ
の階調が２５４に変更される（２５４，２５３，２５４）。この場合、階調変更部２２０
は、Ｒ、Ｇ、Ｂデータは、図３（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に示すような線形関数によりその
傾きを変更することで、ＲＧＢデータが最大階調にならないようにする。階調変更部２２
０は、線形関数以外にも他の２次関数などに用いて、ＲＧＢデータが最大階調とならない
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ようにＲＧＢデータを変更するようにしてもよい。
【００２６】
　図４（Ａ）は、ＲＧＢデータが最大階調（２５５，２５５，２５５）であって、階調変
更前の液晶体の配列を模式的に示す図である。ＲＧＢデータが最大階調であるとき、液晶
は飽和電圧で駆動され、液晶体１３２は、安定した状態に整列される。このとき、液晶の
透過は最大であり、白色の輝度は最大である。
【００２７】
　図４（Ｂ）は、ＲＧＢデータが最大階調（２５５，２５５，２５５）であって、階調変
更後の液晶体の配列を模式的に示す図である。ＲＧＢデータの階調は（２５４，２５３，
２５４）に変更されたため、液晶駆動部１４０は、変更後の階調に応じた駆動電圧で液晶
パネル１３０を駆動する。この結果、液晶体１３２は、安定状態ではなく不安定状態に配
列され、この状態で、タッチパネル１２０を介して液晶パネル１３０に応力が印加され、
液晶体の配列が乱れても、液晶体は元の状態に復元され易い。
【００２８】
　このように、ＲＧＢデータの最大階調（２５５，２５５，２５５）を（２５４，２５４
，２５５）に変更することで、液晶体の配列が乱れても、応力が解放されれば液晶体は元
の状態に戻り易くなる。このため、液晶パネル１３０に表示された白色部分がタッチされ
、その部分が撓み、そこに暗い表示ムラが発生しても、それは一時的であり、タッチが解
除されれば、元の白色に戻り易くなる。ＲＧＢデータの最大階調（２５５，２５５，２５
５）を（２５４，２５４，２５５）に変更しても、この程度の輝度の低下は、人間の目に
は認識的ないレベルである。勿論、ＲＧＢデータの最大階調（２５５，２５５，２５５）
を（２５４，２５４，２５５）よりも小さくすれば、液晶体が元の状態にさらに戻り易く
なるが、その反面、白色の輝度がより低下する。従って、ＲＧＢデータの最大階調を低下
させる下限値は、白色の輝度の低下がユーザーにとって不快にならない範囲であることが
望ましい。また、Ｇデータの階調を、ＲまたはＢよりも小さくしているが、これは、Ｇ（
緑帯域）の比視感度がＲ、Ｂよりも高いので、Ｇの不安定状態を他よりも大きくし、Ｇの
表示ムラが残り難くするためである。
【００２９】
　リリース検出部２３０は、タッチ検出部２１０とは反対で、タッチパネル１２０からユ
ーザー操作が離れたことを検出する。１つの例では、リリース検出部２３０は、タッチパ
ネル１２０からの位置情報が制御部１６０へ出力されなくなったとき、タッチが解放され
たと判定する。リリースの検出は、液晶パネル１３０への応力が解放され、液晶体が元の
状態に復元を開始するタイミングの検出でもある。
【００３０】
　待ち時間カウント部２４０は、リリース検出部２３０によってリリースが検出されたこ
とに応答して、階調変更をリセットするための時間をカウントする。この待ち時間の間に
、液晶体の復元（リフレッシュ）が行われる。また、液晶体の復元には、温度との相関が
あり、温度が低いほど、液晶体の復元率が低下する。従って、好ましい態様では、液晶表
示装置１００の温度を検知する温度センサを設け、検知された温度に基づき待ち時間を変
更する。具体的には、検知された温度が閾値よりも低い場合には、設定された待ち時間を
長くし、反対に検知された温度が閾値よりも高い場合には、設定された待ち時間を短くす
る。
【００３１】
　リセット部２５０は、待ち時間カウント部２４０により一定の待ち時間がカウントされ
ると、階調変更部２２０による階調変更を解消させ、つまり階調変更部２２０によるＲＧ
Ｂデータの階調の変更を停止させる。図３の例で示せば、ＲＧＢデータの階調は、実線で
示すような関係になり、ＲＧＢデータの最大階調（２５５，２５５，２５５）が液晶駆動
部１４０に出力され、液晶駆動部１４０は、最大階調に対応する飽和電圧で液晶パネル１
３０を駆動する。
【００３２】
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　次に、本実施例のタッチパネル式液晶表示装置におけるタッチパネル押下時の表示制御
動作について図５のフローを参照して説明する。表示ユニット１１０Ａに画像が表示され
ている状態で、タッチパネル１２０へのユーザー操作がタッチ検出部２１０により検出さ
れる（Ｓ１００）。この検出は、液晶パネル１３０への応力が印加される事象の検出であ
り、当該検出に応答して、階調変更部２２０は、ＲＧＢデータの最大階調が最大階調とな
らないように階調を変更する（Ｓ１０２）。例えば、液晶パネル１３０に最大階調である
白色のタッチ入力画面が表示されているとする。ユーザーがタッチ入力画面に接近もしく
は接触することが検出されるや否や、タッチ入力画面の最大階調が、例えば（２５４，２
５３，２５４）に変更され、この状態でタッチ操作による応力がタッチ入力画面に印加さ
れる。
【００３３】
　次に、リリース検出部２３０によりタッチパネル１２０からのユーザー操作のリリース
が検出されると（Ｓ１０４）、待ち時間カウント部２４０により一定時間がカウントされ
、その間に液晶体の復元が行われる（Ｓ１０６）。液晶体が不安定な状態のときに、応力
によって液晶体の配列が乱されるため、応力が解放されれば、液晶体は元の配列に戻り易
くなり、表示ムラの残存が抑制される。一定時間の待ちが経過すると、リセット部２５０
によって、階調変更部２２０による変更が停止され、ＲＧＢデータの階調は変更前の状態
に戻される（Ｓ１０８）。
【００３４】
　このように本実施例によれば、タッチパネル１２０へのユーザー操作が行われる事象に
応答してＲＧＢデータの最大階調を変更し、液晶パネルに表示ムラが残ることを抑制して
いる。
【００３５】
　次に、本実施例の変形例について説明する。上記した本実施例では、階調変更部２２０
は、図３に示すようにＲＧＢデータの全体の階調を線形関数により変更するため、ＲＧＢ
データの最大階調以外の階調も幾分だけ本来より低い階調に変更される。そこで、本変形
例では、階調変更部２２０は、ＲＧＢデータの最大階調をクリップするような処理を行う
。
【００３６】
　図６（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）は、Ｒ、Ｇ、Ｂの最大階調のクリップ処理の一例である。
同図に示すように、ＲデータとＢデータの最大階調２５５は、２５４となるようにクリッ
プ処理され、Ｇデータの最大階調２５５は、２５３となるようにクリップ処理される。従
って、ＲＧＢデータの０～２５４までの階調は、変更されない。本例の場合には、階調変
更部２２０は、画像データの全体の階調を一律に変更しないので、画像データの中から最
大階調のＲＧＢデータを検出し、検出されたＲＧＢデータの最大階調をクリップ処理する
必要がある。
【００３７】
　さらに上記実施例では、ノーマリーブラック型の液晶パネルを例示したが、本発明は、
ノーマリーホワイト型の液晶パネルにも適用することができる。ノーマリーホワイト型は
、駆動電圧がゼロのとき、バックライトからの光が液晶を透過し白色表示となり、ＲＧＢ
データの最大階調（０，０，０）に対応する飽和電圧が印加されたとき、バックライトの
光が完全に遮断され、黒色となる。この場合、階調変更部２２０は、ＲＧＢデータの最大
階調（０，０，０）を、例えば（１，２，１）のように変更し、液晶体が不安定な状態の
ときにタッチパネルへのユーザー操作が行われるようにする。なお、ここでは、液晶パネ
ルに印加する飽和電圧に対応する階調を最大階調としている。
【００３８】
　また、上記実施例では、階調変更部２２０は、液晶パネル１３０の全体を表示する画像
データを対象にするが、必ずしもこれに限らず、タッチ操作のための入力画面を表示する
画像データを対象にしてもよい。この場合、階調変更部２２０は、液晶パネル１３０に表
示される画像データの中からタッチ操作のための入力画面を表示する画像データを識別し
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、識別された画像データを対象に階調変更を行う。
【００３９】
　次に、本発明の第２の実施例について説明する。上記実施例では、タッチパネル１２０
を介して液晶パネル１３０に応力が印加される事象としてタッチパネル１２０へのタッチ
操作およびリリース操作を検出するようにしたが、第２の実施例では、画面切り替えがあ
ったとき、ユーザー操作が行われた推測し、ＲＧＢデータの最大階調を変更する。
【００４０】
　図７は、第２の実施例に係る表示制御プログラムの機能的な構成を示す図である。表示
制御プログラム２００Ａは、第1の実施例のときのタッチ検出部２１０およびリリース検
出部２３０の代わりに、画面切り替え検出部２１０Ａを備える。画面切り替え検出部２１
０Ａは、液晶パネル１３０に表示される画面の切り替えを検出する。画面の切り替えは、
例えば、道路地図画面からメニュー画面への切り替え、道路地図画面から目的地検索画面
への切り替えなどであり、このような画面の切り替えは、通常、ユーザー操作に応答して
行われる。つまり、ユーザーによって画面切り替え用のボタンがタッチされたことにより
画面の切り替えが生じる。１つの例では、画面切り替え検出部２１０Ａは、制御部１６０
により画面の切り替え処理が実行されたとき、あるいは制御部１６０から画面切り替え用
の画像データ（例えば、メニュー画面や目的地検索画面などの予め規定された特定の画面
の画像データ）が出力されるとき、画面切り替えであると判定する。
【００４１】
　階調変更部２２０は、画面切り替え検出部２１０によって画面切り替えが検出されると
、第１の実施例のときと同様に、ＲＧＢデータが最大階調とならないように画像データの
階調を変更する。また、画面の切り替えが行われたとき、タッチパネルへのタッチとほぼ
同時にタッチのリリースが行われるため、待ち時間カウント部２４０は、画面切り替え検
出部２１０による検出が行われたタイミングを起点に一定時間の待ちカウントする。そし
て、リセット部２５０は、待ち時間カウント部２４０によるカウントが終了すると、階調
変更部２２０による変更を終了すべく階調変更部２２０をリセットする。
【００４２】
　図８は、第２の実施例による表示制御の動作フローである。画面切り替え検出部２１０
Ａにより画面切り替えが検出されると（Ｓ２００）、この検出に応答して階調変更部２２
０による階調の変更が行われる（Ｓ２０２）。同時に、画面切り替え検出を起点に一定の
待ち時間がカウントされ（Ｓ２０４）、待ち時間の経過後にリセット部２５０による階調
変更のリセットが行われる（Ｓ２０６）。
【００４３】
　本実施例によれば、ユーザー操作を直接検出することなく、液晶パネルに応力が印加さ
れた事象として画面の切り替えを検出することで、ＲＧＢデータの階調変更およびリセッ
トを行うことができる。
【００４４】
　次に、本発明の第３の実施例について説明する。第１および第２の実施例は、タッチパ
ネルを介して液晶パネルに応力が印加される事象を検出し、当該検出結果に基づきＲＧＢ
データの階調変更を行ったが、第３の実施例では、そのような事象を検出するのではなく
、周期的に、ＲＧＢデータの階調変更とそのリセットを行う。
【００４５】
　図９に、第３の実施例に係る表示制御プログラムの機能的な構成を示す。第３の実施例
に係る表示制御プログラム２００Ｂは、第２の実施例のときの画面切り替え検出部２１０
Ａに代えて、周期検出部２１０Ｂを有する。周期検出部２１０Ｂは、予め設定された周期
（時間間隔）を検出する。この周期は、必ずしも、タッチパネル１２０を介して液晶パネ
ル１３０に応力が印加される事象とは関係しない。周期検出部２１０は、例えば、タイマ
ー機能により予め設定された周期を検出する。
【００４６】
　階調変更部２２０は、周期検出部２１０によって周期が検出されたことに応答して、第
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１および第２の実施例のときと同様に、ＲＧＢデータの階調変更を周期的に行う。待ち時
間カウント部２４０は、周期検出部２１０によって検出された時点を起点に一定の待ち時
間をカウントし、リセット部２５０は、待ち時間の経過後に階調変更部２２０をリセット
する。図１０は、第３の実施例による表示制御の動作フローである。
【００４７】
　第３の実施例によれば、周期的にＲＧＢデータの最大階調を一時的に使用できなくする
ため、定期的に表示ムラの発生が抑制される。第１および第２の実施例のようにタッチパ
ネルへのユーザー操作を検出する必要がないので、簡易な構成にすることができる。
【００４８】
　図１１は、本発明の実施例による効果を説明する図である。図１１（Ａ）は、ＲＧＢデ
ータの最大階調を変更しないときの輝度および白色度、図１１（Ｂ）は、本実施例に従い
ＲＧＢデータの最大階調を変更したときの輝度および白色度の一例である。最大階調を変
更しない場合、タッチパネルの押圧後は、表示ムラが残存し、白輝度が約５％低下する。
これに対し、本実施例のように最大階調を変更した場合には、液晶体がリフレッシュする
ため白輝度の低下が約１％以下であり、これは人間の目には認識できない大きさである。
また、色味の変化も発生していないことがわかる。
【００４９】
　以上、本発明の好ましい実施の形態について詳述したが、本発明は、特定の実施形態に
限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の要旨の範囲において、種々
の変形、変更が可能である。
【符号の説明】
【００５０】
１００：液晶表示装置　　　　　　　　　　１１０Ａ：表示ユニット
１１０Ｂ：制御ユニット　　　　　　　　　１２０：タッチパネル
１３０：液晶パネル　　　　　　　　　　　１４０：液晶駆動部
１５０：記憶部　　　　　　　　　　　　　１６０：制御部
２００、２００Ａ、２００Ｂ：表示制御プログラム
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